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　「綜研化学(蘇 州)の 現地化 とは」と書 き
ましたが、今までの形というのが、今ここに
書いてあるとおりです。総経理というのは、
今まで私の前にも2人お りました。2人 と
も、これは日本人でした。技術担当責任者、
主にですが、品質管理、開発設計、お客さん
の直接フォローというのはすべて技術貢任者
がやっていて、それは口本人だったんです
ね。各部門の部署長、例えば部長、諜長クラ
スというのは、もちろん日本人もいました。
けれども、要所要所の部分で中国の方の採用
というのを今まではやっています。あと、そ
の他に各部署長ですとか、例えば工場のオペ
レーターというのは、適時日本での酬r参を受
けさせて、実際には技術のレベルァップとい
うのをやってきていたのが、今までの状況で
す。
　それでは、ここから先、現地化に近づける
ためにどうしようかということを私が総経理
になったときに少し考えました。じゃあ現段
階、どういう形にしたのか。まず、総経理は
今までの技術担当責任者、これは私なのです
が、それを総経理にスライドさせるというこ
とを今回、日本本社が考えで行いました。
　それでは次の技術担当責任者をどうす る
か。それは、おまえが総経理になるのならば
おまえが考えろと言われました。私もいろい
ろな形で悩みまして、そのときに選んだ人材
は、実は中国の方を技術担当責任者として選
びました。彼はちょっと特殊なんですね。日
本で採用された中国の方です。実は、彼は今
から12年ほど前に中国から日本に留学に来
まして、そのまま就職をしたらしいんです。
そこで6年 聞ほど仕事をして、その後、東京
に出てきたそうです。その転職先が今の紛研
化学の本社であり、研究開発者として彼は入
社 しました。
　彼は長い間、開発のほうに携わっておりま
して、どちらか というと基礎研究のほうを
やってきました。私と違って、かなり細かい
ところまで見る能力があります。彼のおもし
ろいところは、中国の方なのですが、口本人
的な考え方を理解できると言う点です。もと
もと中国の方ですから中国の方たちの考え方
もわかる。技術担当責任者として、例えば品
質管理の人間、現場サイ ドの人問と直接わか
り合えるというのが僕としては非常に重要な
のではないかなと思いまして、彼を日本から
呼びました。各部門の部長、科長 レベルの人
間、これは実はもう日本人がいなくなりまし
た。すべて部長、科長クラスの人間は今、中
国の方たちに任せています。要所要所にいる
スタッフは、日本綜研化学で研修を受けた人
間が今では沢山おります。あとは中国国内で
別の日系の会社にいましたという方を雇用 し
てきています。
　現段階でやるべきことは、要所要所のス
タッフを日本研修に継続的に行かせる必要性
はまずあるんだろうと考えています。特に、
これからの中国の中で、私は考えているの
は、繍 研化学(蘇州)は もう生産工場だけで
はないと。私がちょっと力を入れたいなと
思っている事は、技術開発の分野です。日本
の製品を中国で使っていただくために、中国
でよりよく使っていただくために、中国ユー
ザーの要望に合ったものをつくり込むために
何が必要なのかと言うと考えています。それ
には基本となる日本の技術が必要なんです
ね。ですから、研修 に行かせるのはもちろん
ですけれども、これからは日本入技術者の定
期的な短期召還、例えばビザ目一杯で2週問
いられますから、例えば日本人技術者、生産
技術の人間を呼びまして、工場プロセスのダ
メ出しと言ったらおかしいですが、今の現状
に則した形に修正 していく事が必要と考えて
います。
　さらにその先、どうすればいいのかという
のは、今、まだはっきりしたビジョンという
のは見えていません。
　この部分に関しては補足になります。確か
に欧米系の企業などでは、中国で成功した事
例が非常に多いというのは私もわかっていま
すし、それに成功率も高い。やはり私が今考
えているのは、人それぞれ個性があるのと同
じように、企業においても企業個性が有ると
考えています。現地化というのは、個々の企
業の個性によって、形を変えるのではないで
しょうか。それはどれだけ納得できる形に仕
上がったのかで判断されるのではないかと考
えます。いろんな形で中国のことを研究され
ていらっしゃる方たちがいますけれども、で
はこれが成功例ですよ、これが失敗例ですよ
ということは一概 には言い切れないと私は
思っています。
　そろそろ終わりの時間に近づいてきまし
た。最後まで私のたわ言的な話を聞いていた
だきまして、本当にあ りがとうございまし
た。私も総経理に就任してまだ2カ月、これ
から何をしようかとマンションのベランダ煙
草を吸いながらよく考えることにします。皆
様、最後までつまらない話にお付き合いいた
だきまして、本当にあ りが とうございまし
た。
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